
 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

≪ 徒然レター・フロム・ヒューフェロジムキョク ≫PART1.  『 ヒューフェロと若者とお仕事と 』 
 

 

 

 

 

  厳しい寒さが残る今日この頃、皆さまいかがお過ごしでしょうか♪ 春の訪れを待ち侘びつつも、心温まる話

題は余り耳には入って来ないなぁ、と時代の先行きを横目で見守っている（？）お気楽ヒューフェロ事務局です。

しかしそんなヒューフェロにも気がかりなことがひとつ。ニュースをつければ、丌景気、派遣切り、リストラ、、、

労働力が企業に搾取・使い捨てにされる働き方に疑問を投げかける話題が多い一方で、ニート・ひきこもり問題が

置いてきぼりをくったような気がしています。働く気がある人たちが次々とクビを切られていく状況で、働こうと

しない人たちにまでかまう余裕は無いということでしょうか…？？ 

  

ニート・ひきこもりということばには、もはや実情を言い表すだけの語感やセンスを感じ取れません。なんとな

く特殊な人たちを一括りにして、世間が安心しているだけのような気さえしています。ヒューフェロに来る長期丌

就労状態にある若者たちは、働きたくない訳ではありませんし、ましてや家から一歩も外に出たくない訳でもあり

ません（断じて）。けれども、全く働くことができない何か重篤なハンディキャップがあるとも言い切れません。 『で

は何故彼らは働いていないのでしょうか？』 自立支援活動をしていると良くこのように聞かれることがあります。

何故かって？ そんなこと一言では言えません。100 人いたら 100 通りの理由が必ずありますし、私達支援者、

いえ、当人ですら分からないことも多々あります。軽度発達障がいが原因で何十社就職面接に行っても断られる？ 

やれることが沢山あるのに精神疾患があるから就職できない？ 本当のところは良く分かりません。確実に言える

ことは、彼ら一人一人の状態像と、社会が用意する「仕事」というものが上手く噛み合わないということです。 

  

 ＮＰＯ法人ヒューマンフェローシップでは、「仕事をつくりだす」ことの重要さを日々確認しあっています。Ｋ

２インターナショナルグループ全体においては、飲食店、学校食堂、清掃、ポスティングなどの自前の就労場所が

あります。研修生として仕事体験をする若者から、経済的自立を目指して月々のお給不を稼ぐ若者、準スタッフと

して責任ある立場を任される若者まで、一人一人の状況や成長に応じ、その「職場」は様々な存在意義を発揮しま

す。 

手は遅いけれど人以上に丁寧な作業が出来る、週の半分しか働けないけれど二人居れば補いあえる、、、そういう

働き方をＯＫとしてみれば、実に様々な「仕事」をつくりだせることに気付かされます。際立つ個性や作業の得手

丌得手、対人関係の苦手意識、投薬による副作用や気分の変調などなど、働きづらさは誰にでもあります。けれど

「働く」ことは誰にだって必要なことです。少なくとも、私たちが関わる若者は、働くことを通じて喜びを感じ、

成長し、元気になっていきます。もちろん、出来れば働きたくないなぁ、と思っている人も中にはいますが、それ

すら世間における“ふつう”の若者と言えるでしょう。しかし、思った以上に世間の「お仕事事情」は大変そうで

す。私たち支援者がいくら理想の働きかたを一般企業に求めようと、そう易々と社会の労働の在り方・価値観が変

わることはないと私たちは経験則から知っています。むしろ知ってしまっているがために、若者らは動けずに佇ん

でいる、としか言いようがありません。しかし、丌就労状態が続く若者らの高齢化や貧困化が進む中、そう長々と

世間の変化を待っている余裕は私たちにはありません。きれいごとではなく、早急に具体的対策をうちたてる必要

があります。 

 

【パラダイムシフト】：価値観をくつがえす！  

ヒューフェロ、またＫ２インターナショナルグループ全体では、世間にありふれている「仕事」の在り方に一石

を投じるため、そして、何よりも関わる若者の就労問題を具体的に解決するため、「ニート起業プロジェクト」を

たちあげています。もちろん「ニート」ということばに少しばかりの皮肉をこめて…笑 

既存の「仕事」に自らが当てはまろうと無理をするのではなく、等身大のありのままの自分たちが経営者側にま

わり、経済活動及び自己実現を果たそう。経営ノウハウや実質的課題に関しては、親の会や地域の人間が具体的な

サポートにまわろう。そうして、人と人との相互作用の中で活性化していく事業こそ、人を集めたり元気にするち

からを備え、人や社会に喜ばれる「仕事」となり得るのではないか。いつまでも社会の狭間で自己存在を確かめて

ばかりいる孤独な「作業＝仕事」ではなく、仲間とともに手を携えながら、生き生きと、たのしく、面白く「仕事」

をしたっていいじゃないか。そんな思いではじまったのがこのプロジェクトです。仕事に選ばれるのではなく、自

らが意思を持って仕事をつくり出すことで、「働く」ことの本当の意味や身体感覚を取り戻せたら良いなぁ、と思

っています。ではでは、今後の展開をお楽しみに♪                    

（by 金志明） 
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《 会員募集 》 

会費は主に若者たちの支援活動の原資になります。 

《正会員》 個人  入会金   10,000 円 

          会費年額  10,000 円 

      法人  入会金   100,000 円 

          会費年額  100,000 円 

《賛助会員》個人 会費年額 一口 2,000 円（一口から） 

      団体 会費年額 一口 50,000 円（一口から） 

 

《 ご寄付・振込み先 》 

 銀行： 横浜銀行・磯子支店 普通口座／１３６８０８５ 

 郵便振替：１０２３０-２３８５４８８１ 

☆あなたもヒューフェロで一緒に就労体

験してみませんか？☆ 

 これまで一度も働いたことがなく、何か

ら始めれば良いのか分からない。ずっと家

にいて外に出るきっかけ自体を失ってし

まった。小さい頃から人づきあいが苦手で

働ける自信がない･･･etc。 

一人で悩む前に一度ヒューフェロに遊

びに来て下さい。あなたにもできる仕事は

きっとあります。一緒にお仕事体験から初

めてみませんか？ 共同生活の他にも、通

いの就労体験プログラム（OJT)を用意し

ています。 

 精神障がい、発達障がいを抱えつつ自立

を目指している方もお気軽にご相談くだ

さい。 

 ☆若者たちが就労トレーニングを行う 

【場】を提供してくださる方を探しています☆ 

お給不は必要ありません。働きづらさを抱える彼らは、

実際の現場で仕事を体験して初めて、自信や、或いは正

確な自己像を得ることができます。どうぞ仕事をさせて

ください。もちろん彼らの働きぶりを見て、雇ってもら

えればこれ以上嬉しいことはありません。 

特定非営利活動法人ヒューマンフェローシップ 

〒235-0005  横浜市磯子区東町 18-10-１Ｆ 

ＴＥＬ：045-762-1435/ ＦＡＸ：045-751-9460 

E-MAIL：hu-fello@k2-inter.com 

 

 編集後記 

もう早いもので、ヒューフェロが設立されて

から丸 2 年が過ぎようとしています。昨年はば

たばたと忙しい一年で、ヒューフェロ本格始動

の年でもありました。新メンバーも増え、事業

も増え…、今年は一体どんな一年になることや

ら！ 

毎日楽しくわいわい過ごしている事務局に、

皆さん気軽に遊びに来て下さいね♪ 

(ヒュー事務☆JK) 

 

募募集集 ・・ごご案案内内   

  ナナーー スス真真弓弓のの小小 部部屋屋 PP aarr tt .. 22   

11月1日から第３期に突入しております！皆様の

力強いご支援お待ちしております。 

 

   

ダンケシェーン！皆さんこんにちは看護師のMAYUMIです♪ 

    実は昨年11 月の上旬から約2 週間、MAYUMIはドイツ研修に行って

まいりました！ドイツの若者問題と国策の在り方を勉強してきたのです

が、すごいですね～。Youth Support（ユースサポート）と呼ばれる職業

が社会的に地位を得ており、若者に関する様々な問題に取り組む団体

が数多くありました。また、若者を支援するのは国の役目！という意識

が社会に根付いていて、色んな社会的資源を気軽に活用できる環境

があるんですね～。 

ちなみに、ドイツの人たちにひきこもりという概念を説明したとこ

ろ、「ぴんとこない」「ドイツでは考えられない」という答えばかり 

でした。しかし、子が成人したら親の家を出るのは当たり前、 

という風土のドイツでは、実家を出た後、仕事に 

就けないまま家にも帰れず、路上生活を 

送っている若者が数多くいるそうです。 

          ひきこもりと若年ホームレス、 

        異なる様に見えて根っこは 

        同じだよな～、とMAYUMIは 

          ドイツの寒空の下ふと思ったのでした。 

 

      エアコンによる乾燥で、風邪っぴきが多い最近です

が、生姜紅茶を飲んでぽかぽか予防しましょう。                   

（MAYUMI） 

 

 

 

                 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真を貼って部屋の模様変え！ 

土曜日は大掃除ＤＡＹ！各自の部屋や、玄関、リビングなど 

メンバーで手分けして掃除します♪ 

 全員が正式入居を迎え、どんどんグループホーム・ヒューハウスに生活感と活気が出てきました！ 

各自部屋のインテリアを競ったり、購入必要な共同備品やヒューハウスのルールを決めるのに話し合

ったりと、メンバー同士の連帯感も生まれてきたようです♪ まだまだ工夫したり充実させたりする余

地がある、もっともっと楽しいヒューハウスに！とＨ君を筆頭にみんなで意気込んでいます＾ｖ＾ 

まずは、もっと色んな人達に遊びに来てもらえるように、イベント開催（本格ラジコン大会？？）に

向けて目下ミーティング中ですのでお楽しみに～♪♪♪ 

 

 ヒューハウスに住み始めて数か月、楽しいこと、ちょっと困っていること。皆の正直な感

想を聞かせてもらいました☆    Ｑ.「ヒューハウスの住み心地はどうですか？？」 

Ａ.  とにかくハマコロ（前に住んでいた別の共同生活

寮）とヒューハウスでは、それぞれのたのしさや、つらい

事があるけれど、いい事もあるので、楽しんでいきたい。

特に風呂は空いていることが多いのでらくです。ヒューハ

ウスとだい一寮（若者自立塾Ｙ－ＭAC）はひじょうににて

います。生活の仕方とかがほとんどそのまんまです。あと

休日がすさまじくひまなので、ハマコロに行ってます。ヒ

ューハウス最高。（K・M君） 

Ａ. ヒューハウスはハマコロと違いかんきょうが

変わって落ち着きますがどことなくさみしくなる

事が有るので人の多いハマコロに遊びに行く事も

有ります。とりあえず落ち着くので良いかんきょう

です。（Ｍ・Ｙ君） 

 意見で最も多かったのは「寂しい」!? 、、４人部屋が当り前のＫ２にお

いて、１人部屋は誰もが夢見る城だったはず…!? 

どうやら、これまで賑やかな共同生活をしてきたメンバーの中には、「個

室」で一人の時間を持てて快適な反面、同室の仲間とベッドの上でお

喋りやゲームをする機会が減って寂しいと感じている人がいるようです。

そんな時は共有リビングで世話人や他のヒューハウスメンバーとテレビを

見たり雑談したり、、時には友達が大勢住む近くのハマコロ寮に遊びにい

ったりもします。おかげで年長組のＯさんやＨさんは、ゆ～ったりとヒュー

ハウスのリビングで静かに寛ぐのが日課になっているようです。 

 年齢や性格的な違いにもよりますが、仲間とわいわい楽しむ時間と、

一人でゆっくり休養できる安心の空間、そのバランスが取れてこそ安定

した生活を送れるのではないでしょうか♪ 
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ᶥ Ḍ Ṑ  MP 

σ ὑ   3 11 31  

ヒューフェロと横浜市との協働事業、都市と農村を結ぶネ

ットワークの中で若者の就労・自立を応援しよう！というプ

ログラム【ＪＯＢ ＣＡＭＰ】の第２弾が開催されます。今回

は横浜体感型プログラム！ということで、山梨県道志村に加

え、横浜市青葉区にある青少年野外活動センター、寿町ホス

テルヴィレッジ、を 3 拠点としたフレキシブルなプログラム

構成となっています。 

 

日常を離れ、自然の中での 

共同生活と協働作業を通し、 

「働くこと」の楽しさや意味 

をじっくり見つけませんか？ 

ご興味のある方はヒューフェロ 

事務局までお問い合わせ下さい。 

↓↓前回参加者の声♪↓↓↓ 
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Ｎ・Ａ君 22 歳 

 

ワークを通して、チームワ

ークや体を動かす楽しみ

を覚えました。 

（ＳＧちゃん・24 歳） 

 ヒューフェロベストショット Vol.1 

 

タイトル【 たいしとぶんちゃん 】 

Photo by りゅうりゅう さん 

  
きらりと光るヒューフェロの日常風景を、毎回タントで一

枚ずつご紹介することに！ まずは記念すべきベストショ

ットです♪ 主役級の笑顔に満場一致でやられました。 

 

  （出品者からのコメント） 
  ：君たちこそヒューフェロのツートップだ！ 

   眩しい笑顔を毎日ありがとう。涙。 

 （選者からのコメント） 
  ：お二人の表情から仲良しっぷりが伺えます。友

情に生きる熱い男たち、って感じでむしょうに

感動いたしました。 

  

  

昨年の 11 月 3 日（月・祝）に、ＮＰＯ法人ヒューマンフ

ェローシップもその一枝である、【Ｋ２インターナショナル

グループ創立 20 周年記念祝賀会】（於：ホテルニューグラ

ンド）が盛大にとり行われました。メンバーもスタッフも目

一杯のお洒落をし、「自分たちがお客様をもてなす！楽しん

でもらう！」を合言葉に、準備段階から頑張って取り組みま

した。当日は、支援関係者やＯＢ生徒、保護者の皆様などが

大勢来られ、美味しい料理を囲みながらの賑やかで楽しいパ

ーティーとなり、大成功に終わりました。  

 

参加出来たということは自分にとって

大きな意味がありました。日増しに自分

のことを周りの人達に伝えていくことが

出来るようになり、食事を作ったり作業

をしたりと道志村の自然の中で力もどん

どん湧いてきました。都会とは違う環境

もまたよかったです。（S.S君 20歳） 

♪就労体験日記♪ みなと総合高校内学食アロハキッチン編 
毎日メンバーはどのような一日を送っているのでしょう？今回は通い（ＯＪＴ）で就労体験に参加しているＥ・Ｓさんの一日を追ってみました♪ 

 

起床 ６：００  東京に住む RAMU ちゃんは、朝が早い！でも研修が始ってからほとんど遅刻がありません♪ 

出発 ７：００  電車を乗り継いで横浜を目指します。車内では読書をする日もあるとか。 

アロハキッチン到着 ８：３５  到着したらユニフォームに着替えて、念入りに手洗い！ 

仕事開始 ９：００ ランチタイムに向けた仕込み作業が主なお仕事です♪ 

チームプレーで数々の商品や料理を仕込んでいきます。美味しいと大評判です★ 

昼休憩 １２：００ 仕込みがひと段落するランチタイムにようやく休憩～。。。 

後片付け・掃除 １３：００  仕事の最初と最後は必ず掃除をします。 

振り返り １４：００ 研修レポートを書いて、一日の振り返りをして……、 

終了 １４：３０  お疲れさまでしたー！ 

 

 

ȠɫɍȫɁȿɱ  

Ƕ ǴǕǵ ȇǔƲȶɡȪȢɠǵ ȇǔƲǑ

ǋƲ ǵ ȈƲȂǍȓȚǤǍǵ ǞƲ ǵ ǵ

ȈƲȿɨȻɶȷ̸ȑƲȽɁɏ ǞșȋȐǢǭǋǦǧǔ

ȅǞǦƳ ǨǪǸǱǞǮ ȓȅǞǦǘǰ Ƶ̝ ȉǛ

ǝǋȅǞǦȏǞǶƲ ǮǛǝǋȅǞǦǞƲ ǞǒǪ

ǦǯǫǖǬǖ ǟǭǑȑȅǠƳǉǞǒȐǡƳ˲ Ƕ

Ǟǋ˗ȉǉȒȏƳ Ƴ 

♪ある日の研修レポート♪ 

 


